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基本構想（案）への御意見等と御意見に対する調整内容 

項目 主な御意見等 調整内容等 

将来像 

(フレーズ) 

御意見① 

「学園都市」は他にはない特色であり、米沢らしさがあってよい。 

御意見② 

学園都市には色々な可能性を秘めているところもあるので、「学園都市・

米沢」は特徴的なまちづくりのキャッチコピーになると思う。 

御意見③ 

キャッチコピーとして受けてもらうとすると、もっと短い語句でまとめ

たほうがよい。例えば「いいね米沢」や「メイド・イン・米沢」のような

キャッチをさせて、サブタイトルとしてこの「人が輝き…」の文章が来る

といいのではないか。 

御意見④ 

国際的な社会の中でまちづくりをするという思いが薄いと感じる。海外

を視野に入れたまちづくり（将来像）であってもいいのではないか。 

御意見⑤ 

これから学園都市として進んでいく覚悟があるかどうか疑問があるの

で、学園都市は将来像へ入れてもいいのかどうか疑問に思っている。 

御意見⑥ 

米沢らしさということであるならば、「上杉の城下町米沢」でどうか。 

御意見⑦ 

「故きを知り、新しきを創る、挑戦都市（チャレンジャーシティ）米沢」

でどうか。 

審議会で委員の皆様から多くの御意見を頂戴し、それを踏まえ事

務局で検討をさせていただいた結果、審議会全体の意見としては、

米沢の特色である学園都市を打ち出すことについては概ね賛同を得

られているものと判断をさせていただき、将来像は、「ひとが輝き 

創造し続ける 学園都市・米沢」とすることが妥当と判断させてい

ただきました。 

 

将来像 

(本文) 

御意見① 

山形大学工学部でも有機ＥＬを使った農業振興を考えているので「米沢

栄養大学との協働」とあるところは、米沢栄養を削って両大学との協働と

いう意味を持たせるため「大学との協働」にしたほうが良い。 

 

御意見① 

御意見を頂戴した箇所については、個別の大学名の表現を避ける

形で修正しました。 

 

 

資 料 ２ 
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御意見② 

学園都市が今のところ大学に限定されているような表現になっている

が、高等学校教育も学園都市の中に入れ、高等学校教育も含めた表現にす

ることで、高校から大学までの広い表現にしたほうがいいと思います。 

御意見② 

当該箇所の文章の趣旨は、大学による学園都市が形成されている

ことにより、本市の魅力をさらに高めるための取り組みを行う環境

が整っているという現在の状況を説明するものであることから、高

等学校教育については含めないことが妥当と判断しました。 

なお、今後の高等学校と学園都市の関係については、委員の皆様

の御意見等をいただきながら、基本計画の中で引き続き検討したい

と考えています。 

また、内部で検討した結果、目指す将来像の内容を理解しやすく

するため、本文全体の段落構成を変更するとともに、なるべく簡潔

な表現とするよう修正しました。 

基本理念 

(フレーズ) 

御意見① 

「市民が積極的に参加するまちづくり」は前の将来像の「人」「創造」が

キーワードになっていましたので、市民の市民による市民のためのまちづ

くりということでなるほどと思ったところであるが、一般的な表現という

感じがする。 

御意見② 

「市民が積極的に参加するまちづくり」はその通りであるが、少し受動

的な感じがしてしまうので、もう少し参加を促すようなものとして例えば

「皆で耕せ、人・物・まち」はどうか。皆で参加するという意識を積極的

に持ってもらえるようなキャッチコピーが良いと思う。 

それぞれの御意見を踏まえ事務局で検討をさせていただきました

結果、市民に分りやすい表現としては「市民が積極的に参加するま

ちづくり」が妥当との判断をさせていただいたところです。 

基本理念 

(本文) 

御意見① 

能力に応じて学ぶということに色々な解釈ができて、誤解を受けかねな

いことから、表現を変えたほうがいいのではないか。 

御意見② 

「意欲ある市民」だけではなく、市民の積極的なまちづくりへの参画と

いう「参画」の仕方の形容表現を丁寧にしたほうがいいのではないか。 

それぞれの御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただき、該当

部分を修正しました。 
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基本理念 

(図表) 

御意見① 

「学校教育、生涯学習の推進」とありますが、この生涯学習というのは、

学校教育も含めた、生まれてから老年までの幅広い学びを意味するように

思うので、生涯学習の表現を前に持っていって「生涯学習、学校教育の推

進」としたらいいのか、学校教育と対比するものとして「社会教育の推進」

としたらいいのか、検討いただきたい。 

御意見② 

人の育成が学校教育から始まっているが、幼児期が何らかの形で絡んで

くるよう子育て期の部分も人の育成に入れていただきたい。また、人の育

成という点で社会活動も大きなポイントとなるのではないかと思う。 

御意見① 

御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただき、該当部分を「学

校教育、社会教育の推進」に修正させていただきました。 

御意見② 

図表の文言はあくまでも例示であり、全ての事項を網羅なく表記

する意図ではないこと、また、「人の連携」と「人の定住」とのバラ

ンスも考慮した結果、「子育て期」等の新たな例示は追加しないこと

としました。 

基本目標2 御意見①（基本目標6に対する御意見） 

持続可能なまちづくりは、行政のみでなく市民が積極的にまちづくりに

参画し、我々が自立して、人が人のために何かをするという、役に立てる

ような地域づくりを行っていこうという視点が必要。 

基本目標6に対する御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただ

いた結果、「協働」については、基本目標6とあわせた方が良いとの

判断から基本目標2のタイトルを「郷土をつくる人材が育つ、教育

と文化のまちづくり」に修正をし、本文の協働の部分を削除すると

ともに、文章の調整を行いました。 

基本目標4 御意見① 

４番目の基本目標の施策の体系とタイトルが合致しない感じがするの

で、タイトルの育ちを削り「健やかでいきいきとした暮らしとともに支え

あうまちづくり」としたらどうか。 

御意見②   

今までの審議の流れから、子どもや若者に焦点を向けていこう、これか

ら育っていく子ども達に、どう地域を考えてもらえるかという部分で積極

的に大人としてアプローチしていこうという部分を確認してきた経過があ

るのでタイトルから「育ち」は外さない方が良い。 

御意見③ 

「健やかな育ち」が子育ての部分で、「いきいきとした暮らし」が高齢者

の部分だと思うので、それをストレートにタイトルを出した方がいいので

はないか。子育てをしやすいまちというのはすごく大事なポイントだと思

御意見①～③ 

それぞれの御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただき、基本

項目4のタイトルを本文の該当部分とあわせて「子育てと健康長寿

を支えるまちづくり」に修正しました。 
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う。 

御意見④ 

保健・医療・福祉と子育ては分けていただき、子育てを目標の一つとし

て入れていただきたい。 

 

御意見④ 

御意見を踏まえ事務局で検討をさせていただきました結果、保

健・医療・福祉と子育ては密接な関係があること、また、他の基本

目標とのバランスも考慮して分割しないことが妥当との判断をさせ

ていただいたところです。 

基本目標6 御意見① 

持続可能なまちづくりの中に、今までの時代とは違う大変な時代に作る

計画であるという認識持って行政もこれまで以上に積極的に取り組んでい

くということを入れていただきたい。 

御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただいた結果、「協働」の

部分を追加し、タイトルを「持続可能なまちづくり(協働・行政経

営)」に修正をし、本文についても協働の部分を追加するとともに、

文章の調整を行いました。 

基本目標全体 御意見① 

米沢としての特色を出すということで、基本目標についても他の市と入

れ替えても通じるようなものではだめだと思うので、米沢らしい基本目標

となるべき文言とすべきではないか。 

 

御意見② 

基本目標の６つの中でこれから１０年何に力を入れてやっていくのだと

いうものが欲しいなと思います。最重点課題としてやっていくべきものを

選択と集中で優先性をつけられないものか。 

御意見① 

可能な限り特色を打ち出せるよう引き続き委員の皆様の御意見を

いただいたうえで、事務局で検討したいと考えています。 

 

 

御意見② 

基本計画の中で、前期5年間で重点的に取り組むべき施策等を重

点事業等として掲載する予定としております。 

人口 御意見① 

国立社会保障・人口問題研究所の試算方法を使って、1,000人上積をして

いくということだが、グラフを見る限りトレンドがほとんど変わらないこ

とから、もう少し何かないのかと思う。 

御意見② 

１０年後に向けて挑戦していく計画であるのならば、平成３７年には横

に行くくらいの推計値を掲げていただきたい。 

人口については、科学的な推計の結果に基づき数値を出したとこ

ろでありますので、御理解願います。 

土地利用 御意見① 

土地利用関係法令の適切な運用とありますが、法律があれば適正な運用

それぞれの御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただいた結

果、「土地利用」については「市街地形成の基本的方向」とタイトル
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は必要であることから、こうとしか書きようがないのかもしれないが、土

地というのは人に次いで地域が持っている最大の資源であるのでもう少し

書きようがあるのではないか。 

御意見② 

土地利用というと、いきなり出てきた感じがするので、コンパクトなま

ちづくりをテーマとして中心市街地や山村地域をどう活用していくのかと

いう視点でコメントをしていただきたい。 

を変更し、文章構成もコンパクトなまちづくりをテーマとした内容

に修正しました。 

大綱1 御意見① 

地域産業の実態から見ると、雇用の場がないというのが主たる課題では

なくて、むしろ、雇用したいが人がいない、人材がいないという問題の方

がはるかに大きくなってきている。今後の地域産業の究極の目的は、雇用

ではなく所得の向上だと思うので政策の中に所得向上をもっと明確に打ち

出すべきではないか。また、付加価値が上がらない以上、所得が上がる事

はあり得ないので、付加価値の向上についても盛り込んでいただきたい。 

御意見② 

農業分野にとっても、所得向上が必要。農業面でくくるものでもなく、

商業・観光と連携を図って、新しい商品に結びつけられるような、明るい

先が見通せるような文言にしていただきたい。 

御意見③ 

工業面で内発型産業を誘発させるにあたり、呼び水となったり、触媒に

なったりするのは大学だと思うので大学とともに地域の産業が生きていく

ことを明確に位置付けていただきたい。 

御意見④ 

文章の中に若者と女性の雇用を取り入れていただきたい。 

御意見①～③ 

それぞれの御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただいた結

果、付加価値と所得向上、農業と商業・観光との連携、大学の位置

付け及び若者と女性の雇用に係る文言等を入れ込む形で文章構成を

修正しました。 

 

 

大綱2 御意見① 

「鷹山大学が開校されるなど」というところに「各コミニュティーセン

ターでの活動」も入れていただきたい。学校教育活動、社会教育活動のと

ころで「活動」の２文字は共にいらないのではないか。「豊かな教養を育む

それぞれの御意見を踏まえ事務局で調整をさせていただいた結

果、本文の協働の部分を削除するとともに、文章の調整を行いまし

た。 

なお、「鷹山大学」は市民協働の一つの例示として記載しているこ
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環境」の次に「活動力」を加えた方がよい。「城下町」は「上杉の城下町」

とした方がよい。「中学生、高校生世代」とあるのは、「若い世代」はとぼ

やかした方がいいと考える。「郷土への愛着と誇りを持つための教育を推

進」の次に「まちづくりに貢献する心を育てるように努めていきます」と

入れた方がよい。 

御意見② 

教育というのは、単にまちづくりをする人材をつくるための教育じゃな

いという視点をこの大綱の中に入れていただきたい。もう少し多面的な表

現として、グローバルかつ技術的にハイレベルな特殊な職業能力を持つよ

うな国際的な人材を育てて行くという趣旨の文言を入れて欲しい。また、

外からの人材も引き入れてくるということを含めた上で、人材の交流につ

いても入れて欲しい。 

御意見③（基本目標6に対する御意見） 

持続可能なまちづくりは、行政のみでなく市民が積極的にまちづくりに

参画し、我々が自立して、人が人のために何かをするという、役に立てる

ような地域づくりを行っていこうという視点が必要。（再掲） 

 

と、城下町としての歴史・文化は上杉時代に限ったものではないこ

と、実施したアンケート結果は尊重する必要があること等から御指

摘をいただいた表現につきましては現行のままとさせていただきま

した。 

また、「まちづくりに貢献する心を育てるように努めていきます」

との文言を入れた方が良いとの御意見と「教育は単にまちづくりを

する人材をつくるための教育ではない」との御意見を頂戴したこと

から、該当箇所については、まちづくりの分野も含めるという趣旨

で「様々な分野で活躍する」という表現に修正しました。 

大綱6 持続可能なまちづくりは、行政のみでなく市民が積極的にまちづくりに

参画し、我々が自立して、人が人のために何かをするという、役に立てる

ような地域づくりを行っていこうという視点が必要。（再掲） 

御意見を踏まえ、事務局で調整をさせていただいた結果、協働の

部分を追加するとともに、文章の調整を行いました。 

 


